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大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の

13
人
」で
盛
り
上
が
る
鎌
倉
。

鎌
倉
国
宝
館
で
は
「
北
条
氏

展
」
が
開
か
れ
賑
わ
い
を
見

せ
、
足
繁
く
自
分
も
拝
観
に

向
か
い
ま
す
。

　
仏
像
の
展
示
室
に
は
多
彩

な
御み

ほ
と
け仏

さ
ん
方
が
お
ら
れ
、

時
々
何
か
こ
ち
ら
に
や
さ
し

い
目
線
を
送
っ
て
く
る
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
う
、

こ
ち
ら
が
銅
造
十
一
面
観
音

菩
薩
さ
ま
で
す
。

　
像
の
縁

え
に
しを

調
べ
て
み
る
と

と
て
も
興
味
が
沸
き
ま
し

た
。京
都
天
龍
寺
（
筆
者
の

修
行
し
た
寺
）
の
開
山
夢む

窓そ
う

疎そ

石せ
き（

円
覚
寺
第
十
五
世
・

瑞
泉
寺
開
山
な
ど
、
ま
た
七

人
の
帝

み
か
どか

ら
国
師
号
を
賜
っ

た
こ
と
か
ら
七し

ち

朝
ち
ょ
う

帝て
い
し師

と

い
わ
れ
た
室
町
期
の
高
僧
）

が
鎌
倉
山
崎
の
地
に
北
野
神

社（
山
崎
天
神
）
を
勧

か
ん
じ
ょ
う

請
、そ

昌
清
院
・
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（121)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

の
本ほ

ん
じ
ぶ
つ

地
仏
が
こ
の
十
一
面
観

音
の
原
型
で
あ
っ
た
と
い
う

の
で
す
。（
諸
説
あ
り
）

　
気
に
な
っ
て
山
崎
・
北
野

神
社
に
参
詣
し
ま
し
た
。
天

神
山
参
道
の
階
段
を
、
息
を

切
ら
し
な
が
ら
登
る
と
、
社

が
静
か
に
建
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
樹
木
が
多
い
で
す
が

当
時
の
見
晴
ら
し
の
よ
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
こ
の
景
勝
地
に
夢

れ
て
い
ま
す
。
黒
々
と
鈍
く

輝
く
像
は
重
厚
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
お
顔
は
微
笑
を
浮

か
べ
や
さ
し
い
気
持
ち
に
し

て
下
さ
い
ま
す
。

　
銅
造
、
像
高
１
５
０
㎝
、

南
北
朝
時
代
。

窓
国
師
は
暦
応
年
中
に
天
神

を
祀
り
、
山
崎
・
宝
積
寺
と

い
う
寺
を
建
て
観
音
堂
に
本

尊
と
し
て
四
尺
の
十
一
面
観

音
を
安
置
し
た
の
で
は
な
い

か
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
や
が
て
そ
の
旧
本
尊
を
模

造
し
銅
造
に
し
た
も
の
が
現

在
の
銅
像
十
一
面
観
音
で
あ

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
宝
積
寺

は
す
で
に
廃
絶
し
て
い
ま
す

が
、
円
覚
寺
塔
頭
黄
梅
院
の

末
寺
で
、
夢
窓
派
の
拠
点
で

あ
っ
た
古
刹
で
す
。

　
後
に
近
く
の
昌
清
院
（
臨

済
宗
円
覚
寺
派
塔
頭
如
意
庵

兼
務
）
に
移
さ
れ
、
現
在
は

鎌
倉
国
宝
館
に
委
託
所
蔵
さ

作
成
や
大
河
ド
ラ
マ
関
連
情

報
発
進
の
特
設
サ
イ
ト
開

設
、全
国
で
も
珍
し
い「
し
ゃ

べ
る
肖
像
ポ
ス
タ
ー
」、
鎌

倉
殿
の
13
人
の
重
臣
ゆ
か
り

の
地
周
遊
マ
ッ
プ
の
作
成
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
大
河
ド
ラ

マ
館
発
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　
大
河
ド
ラ
マ
館
の
展
示

は
、
ド
ラ
マ
の
進
行
に
則
し

て
展
示
内
容
が
更
新
さ
れ
て

い
て
、
６
月
か
ら
は
ド
ラ
マ

で
使
用
さ
れ
た
義
経
の
甲
冑

が
展
示
さ
れ
る
。
小
道
具
も

追
加
さ
れ
、
目
玉
は
上
総
広

常
の
祈
願
書
。
４
Ｋ
シ
ア

タ
ー
に
は
大
倉
幕
府
の
メ
イ

キ
ン
グ
映
像
も
加
わ
る
。

　
大
人
千
円
、小
人
５
百
円
。

※
入
館
時
に
受
け
取
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
提
示
で
鎌
倉
国

　
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の

13
人
」
の
放
映
に
合
わ
せ
３

月
１
日
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
に

開
設
さ
れ
た
「
大
河
ド
ラ
マ

館
」の
入
館
者
が
５
月
３
日
、

　
私
の
仕
事
場
は
10

年
ほ
ど
前
に
銀
座
か

ら
鎌
倉
に
移
転
し
ま

し
た
▼
自
分
自
身
は

鎌
倉
で
育
っ
た
の

で
、「
地
元
に
職
場
」
と
い

う
感
覚
で
し
た
が
、
働
い
て

み
る
と
知
ら
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
▼
移
転
当
初
は

「
商
店
会
に
属
す
る
」
な
ど
、

都
内
で
は
経
験
し
な
か
っ
た

こ
と
の
連
続
で
し
た
。
一
番

印
象
的
な
の
は
「
托
鉢
」
で

し
た
が
、
商
店
会
の
人
に
優

し
く
教
え
て
も
ら
え
て
対
応

も
で
き
ま
し
た
▼
都
内
で
は

同
じ
ビ
ル
で
も
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
乗
り
合
わ
せ
た
人
が

「
ど
こ
の
誰
な
の
か
」
が
全

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
状
況
か

ら
一
転
▼
鎌
倉
で
は
道
を
歩

い
て
い
る
だ
け
で
、
声
を
掛

け
て
も
ら
え
る
「
お
互
い
の

顔
が
見
え
る
社
会
」
で
心
地

良
い
で
す
▼
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
で
地
方
へ
の
移
住
が
流
行

し
て
い
ま
す
が
、
人
間
関
係

を
構
築
す
る
場
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。
　
　（
Ｎ
）

　
▼
葛
原
岡
神
社
例
大
祭
　

３
日
11
時
神
前
祭
・
墓
前
祭
、

関
係
者
の
み
。
４
・
５
日
由

比
ガ
浜
へ
神
輿
渡
御
中
止
。

　
▼
蛍
放
生
祭 

11
日
19
時
、

祭
典
の
み
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
五
所
神
社
例
祭
　
12
日

例
大
祭
10
時
、関
係
者
の
み
。

10
時
半
、
神
輿
く
ぐ
り
（
材

木
座
の
子
対
象
）。11
時
。
神

輿
渡
御
。肖
宮
祭
、見
目
明
神

祭
、
海
上
渡
御
、
神
楽
中
止
。

　
▼
瑞
賢
忌
　
16
日
10
時
、

建
長
寺
。
江
戸
初
期
の
豪
商

で
治
水
工
事
や
航
路
開
発
の

功
労
者
河
村
瑞
賢
の
法
要
。

　
▼
大
祓
式
・
古
神
札
焼
納

　
30
日
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

6月

６
月
か
ら
ド
ラ
マ
で
使
用
し
た
義
経
の
甲
冑
を
展
示

鎌
倉
殿
の
13
人

大
河
ド
ラ
マ
館
来
館
５
万
人
達
成

分
身
ロ
ボ
ッ
ト
と

　
　
　
　
話
そ
う

障
害
者
在
宅
就
労

市
が
実
証
実
験

る
と
と
も

に
、
観
光

振
興
に
よ

る
地
域
の

活
性
化
を

図
ろ
う
と

設
立
し
た

大
河
ド
ラ

マ
「
鎌
倉

殿
の
13
人
」

鎌
倉
市
推

進
協
議
会

が
運
営
す

る
。
同
協

議
会
で
は
、

鎌
倉
観
光
公

式
ガ
イ
ド
の

登
場
人
物
の
衣
装
な
ど
ド
ラ
マ
に
合
わ
せ

て
更
新
＝
大
河
ド
ラ
マ
館
・
鎌
倉

宝
館
・
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流

館
各
１
回
無
料
で
入
場
可
。

（
来
年
３
月
末
ま
で
）。

　
期
間
中
何
度
で
も
入
場
で

き
る
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
も
。

感
染
症
対
策
の
た
め
事
前
予

約
を
勧
め
て
い
る
が
、
当
日

券
で
も
入
館
で
き
る
。

　
同
協
議
会
の
久
保
田
陽
彦

会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
情
報

を
発
信
し
て
大
勢
の
お
客
様

を
迎
え
て
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

開
館
64
日
目
に
し
て
５
万
人

に
達
し
た
。
　

　
同
館
は
、
大
河
ド
ラ
マ
の

放
送
を
契
機
に
、
鎌
倉
の
歴

史
・
文
化
を
全
国
に
発
信
す

　
鎌
倉
の
大
河
ド
ラ
マ
館
の

お
み
や
げ
コ
ー
ナ
ー
で
５
月

か
ら
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト

（
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
）
が
稼
働

し
て
い
る
。

　
市
が
、
在
宅
就
労
の
実
証

実
験
と
し
て
、
オ
リ
ィ
研
究

所
（
東
京
都
中
央
区
）
と
の

協
定
に
基
づ
き
、
運
用
し
て

い
る
も
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
が

同
ド
ラ
マ
館
の
み
や
げ
も
の

の
紹
介
な
ど
を
し
て
い
る
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
名
称
は

「O

オ
リ
ヒ
メ

riHime

」。
高
さ
約
20
㎝

で
目
を
光
ら
せ
て
、手
（
翼
）

を
開
い
た
り
閉
じ
た
り
し
て

会
話
す
る
。
オ
リ
ヒ
メ
の
お

で
こ
に
搭
載
さ
れ
た
カ
メ
ラ

を
通
し
て
、
目
の
前
の
相
手

や
、
館
内
の
様
子
を
自
分
の

パ
ソ
コ
ン
に
映
し
て
会
話
す

る
の
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
呼

ば
れ
る
業
務
委
託
の
人
た

ち
。
障
が
い
の
あ
る
人
や
、

外
出
や
就
労
に
困
難
を
抱
え

る
人
た
ち
が
交
代
で
対
応
。

全
国
の
20
～
50
代
の
男
女
６

人
が
登
録
し
て
い
る
。

　
５
月
18
日
に
担
当
し
た
今

井
道
夫
さ
ん
（
37
）
は
、
30

歳
の
と
き
、
身
体
表
現
性
障

害
と
い
う
病
気
で
、
勤
め
に

出
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
３
年

ほ
ど
前
か
ら
オ
リ
ヒ
メ
を
活

用
し
て
、
沖
縄
の
リ
ゾ
テ
ッ

ク
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
で
通
信
技
術
の

説
明
を
し
た
り
、
和
歌
山
県

の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル

ド
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

「
も
と
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

来
場
し
た
少
女
と
話
す
ロ
ボ
ッ
ト（
右
上
）

シ
ョ
ン
が
苦
手
だ
っ

た
が
、
自
分
が
ど
う

見
え
て
い
る
か
気
に

せ
ず
仕
事
が
で
き
て

い
い
」
と
、
は
っ
き

り
と
し
た
口
調
で
話

し
て
い
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
稼
働

は
平
日
の
午
後
２
時

半
か
ら
４
時
半
ま

で
。
期
間
は
12
月
28

日
ま
で
の
予
定
。


